
第２回薬剤耐性(AMR)対策普及啓発活動表彰 

感染症科のない病院における抗菌薬適正使用への取り組み 

中東遠総合医療センター AST 

活動内容 

活動概要 

AMR対策の推進には、AST内で医師が重要な役割を担っているが、当院のように感
染症医がおらず、他科医師が兼任で活動している病院は多い。 
当院ではコメディカルが密に連携をとり、医師の負担を補いながらAST活動を行って
いる。 

26.64 28.06 28.24 26.62 
22.82 

95.1% 95.7% 
94.8% 

98.1% 

92%

94%

96%

98%

100%

0

10

20

30

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 

カルバペネムAUDと緑膿菌感受性率の推移 

カルバペネムAUD推移 緑膿菌のカルバペネム感受性率 

¥13,614,784  ¥14,038,029  ¥14,205,123  
¥12,584,866  

¥8,745,699  
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カルバペネム系抗菌薬金額推移 

活動成果① 

活動成果② 

約550万円減！  
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特定抗菌薬使用患者抽出 
対象患者の情報収集・後追い調査 • 血液培養陽性患者 

• 血液培養1セット 
の抽出 

抗菌薬適正使用の確認 
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• 退院または治療完了までフォロー 

• 院内メールなどを利用してリアル
タイムに情報共有・発信 

長期抗菌薬使用
患者の抽出 


